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1980年代から2000年まで外国為替のリーディングバンクのチーフ・ディーラー、チーフ・マネジャーを務め、現在ワシントンＤＣで銀行エコノミストとして活動する筆者が、日本人のために書いた外貨投資論。一日に一回、ＴＶのニュースやインターネットで外為相場を知るだけの一般個人だからこそ、長期投資に徹すれば勝てる。本書が示す大局的な割安・割高を判断して投資すれば、外貨の短期的な売買に興じるよりも遥かにましな投資利回りを上げることができる。そのための実践的な指針を判りやすく語る。　
章構成：
１、「低金利にうんざり。それでは高金利の外貨投資はいかがですか？」
２、お釈迦様の手のひらの上の孫悟空：短期的な外為相場変動の背後にある長期法則
３、外貨投資、長期保有なら勝ち越せる？：高金利外貨投資の罠
　1980年以降に起こった４つの高金利通貨投資ブームとその破裂の概観
4、長期の外貨投資で勝ち越すための手段
　外為ネット・トレードを為替リスクヘッジ手段として使いこなす
5、長期外貨投資で勝ち越すための基本原則と作戦
6、歌い続けるキリギリス：空前の債務帝国アメリカと基軸通貨ドルの未来
